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 6月15日に谷川木工芸の谷川清さんが母校である白山小学校に帰って来られ
ました。コロナウイルス感染症予防のため、3年生～5年生はオンラインで、6年生
は体育館でお話をお聞きしました。谷川さんからは、小学生の頃のお話や、桶づく
りに取り組むまでの経緯、桶づくりに関する興味深いお話を聞きました。桶づくり

の実演も見せてくださり、子どもたちも実際に触れてみました。また、「伝統工芸は
技術を守るだけでなく、変わっていくことだ。いろいろな人と協力しいろいろな考え
を聞く。そんな仲間は大事である。大人になって役立つ勉強も大事だ。今後は、生
活が豊かになるようなのものを作りたい。」とこれからの取り組みについても話されました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
ファンタジーさんによる読み聞かせが始まりました。朝の読書タイムの読み聞かせで季節や学習に関連し
た本や紙芝居など子どもたちからのリクエストも重視して、図書の選定には細心を払ってくれています。子ど
もたちは、わくわくしながら本や紙芝居の世界に聞き入っています。ファンタジーさんでは、今年度もサポータ
ーさんを募集しています。 

 

 

 

 

 

白山小学校学校運営協議会 

わくわく学習部会 
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6月7日の午前中に消防団やおやじ・おふくろの会のみなさん6名がプール
清掃をしてくださいました。少し肌寒い中、消防車のホースを使ってどんどん洗
い流していき、デッキブラシで磨き上げるときれいな底面が見えてきました。その
後5、６年生がデッキブラシなどを使って壁面や底面を磨き上げ、プールは見違
えるようにきれいになりました。毎年、子どもたちより先に掃除してくださるので
子どもたちも安全に最後の
仕上げの掃除ができていま
す。6月14日にプール開き
があり、今年の夏も子どもた
ちが元気に水泳学習に取り

組んでいます。 
 
 

 

 

6 年生は、はくざんっ子学習「三木町の偉

人から学ぼう」で、三木茂博士生家跡資料

館の館長さんから、太古の木であるメタセコ

イアの化石を発見した三木町出身の三木茂

博士について興味深いお話をお聞きし、メタ

セコイアについての DVD も鑑賞しました。子

どもたちは、三木町出身の三木茂博士の功

績を詳しく知り、生き方を学ぶことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6月16日に昨年、4年生が麦まきをした麦の麦刈り
が三木町観光協会の方とおやじ・おふくろの会の人た
ちによって行われました。今年は、昨年より多く300キ

ロ採れました。収穫された貴重な小麦（農林26号）
は、これからいろいろな過程を経て商品化される予定
です。子どもたちは、貴重な品種である麦つくりを次の
学年にも繋げて、三木町を元気にしたいと願っていま
す。 
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